
秦野駅北口周辺にぎわいのあるまちづくり会議

令和６年11月６日

１ 秦野市中心市街地活性化基本計画について ※

(1) パブリック・コメントの実施について

(2) 目標指標等の修正について

２ 社会実験について

(1) 「はだののミライラボ２０２４夏」実施結果について

(2) 「はだののミライラボ２０２５」の実施について

３ 秦野駅北口周辺にぎわいのあるまちづくり会議の今後の取組について

－ 目 次 －

令和６年度第２回

※ (1)、(2)は別冊資料
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１ 中心市街地活性化基本計画に対するパブリックコメント実施報告

１ ．意見募集期間 令和６年９月１日(日)から９月３０日(月)まで
２ ．意見募集の周知方法 広報はだの９月１日号及び市ホームページ 、秦野市公式LINE
３ ．公表方法（掲載/閲覧場所） ホームページ 、秦野駅北口にぎわい創造担当、本庁舎行政情報閲覧

コーナー、公民館、図書館、駅連絡所
４ ．意見提出方法 郵送、ＦＡＸ、電子メール、持参
５ ．提出された意見の内容及びその取扱い等

件数

意見への対応区分(※)

A B C D E

1.中心市街地の活性化に関する基本的な方針 12 4 0 0 1 7

2.中心市街地の位置及び区域 1 0 0 0 0 1

3.中心市街地の活性化の目標 2 0 1 1 0 0

4～8.計画に位置付ける事業 6 2 1 0 1 2

9.4～8までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体
的推進に関する事項 1 1 0 0 0 0

10.中心市街地における都市機能の集積の促進を図る
ための措置に関する事項 0 0 0 0 0 0

11.その他中心市街地の活性化に関する事項 0 0 0 0 0 0

12.認定基準に適合していることの説明 0 0 0 0 0 0

その他 28 0 0 15 1 12

計 50 7 2 16 3 22
※ 意見等への対応区分
Ａ：意見等の趣旨等を計画案に反映したもの Ｂ：意見等の趣旨等は既に計画案に反映されていると考えるもの
Ｃ：今後の取組みにおいて参考とさせていただくもの Ｄ：計画案に反映できないもの Ｅ：その他(感想、質問等)
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社会実験の目的

・継続した取組として地域に定着させるための課題の抽出・整理
・にぎわいのエリア全体への波及（回遊性向上）と効果の把握

社会実験実施の方向性

A) 水無川沿いの全線交通規制による、地域資源を活かしたにぎわい空間の創出
B) 地元商店会や市民等との連携強化、地域主体による運営の実施
C) エリア全体でのにぎわいの効果（回遊性）等の把握

【実施内容❶】

地元商店会や市民等が主体となり、複数の拠点
で社会実験を実施

【実施内容❷】

目的を達成するため、社会実験の効果・課題
の抽出

 水無川沿いの通行規制により、にぎわい・滞留空間を創出
 花みずき通り商店会によるファミリーマート横駐車場での

にぎわい空間の創出（地蔵祭り）
 駅前通り商店街による農協さわやか館等での特色ある会場

を整備（夏祭り）
 各会場や協力店舗等をつなぐクイズスタンプラリーの実施

【実施項目】

 来街者、地元商店会、出店者、沿道店舗等へのア
ンケート等により、地域に定着するための課題と
今回の社会実験の効果を検証

【実施項目】

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
（１）社会実験の目的・実施方針

昨年度の社会実験を踏まえた課題

① 水無川沿いを継続的に有効活用していくための仕組みの検討（担い手や経費を確保するための方法）
② 秦野駅北口周辺全体へのにぎわいの波及
③ 「水無川沿いゾーン」の将来像の実現に向けた交通環境のあり方の検証⇒R7.1実施予定
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目的 ・継続した取組として地域に定着するための課題の抽出・整理
・にぎわいのエリア全体への波及（回遊性向上）と、その効果の把握

実施日 2024年8月25日（日）

時間 13:00〜19:00
※交通規制は11：00～20：00（16：30頃から約1時間、降雨の影響あり）

場所 水無川沿い 市道６号線（秦野橋〜まほろば大橋間）、県道７０５号沿道（農協
さわやか館、市有地）、ファミリーマート横駐車場 他

実施項目

来場者数 約2,000人（昨年開催時 約2,800人（土曜 1,200人、日曜 1,600人））

（２）社会実験 実施概要

水無川沿い
（市道6号線まほろば大橋～
秦野橋間）

車両通行止め、ストリートマーケット（16店舗）、リバー
サイドリビング（道路・河川敷の滞留空間、欄干テーブル、
階段テーブル）、AI画家体験

夏祭り
（農協さわやか館）

駅前通り商店街による出店、水の遊び場（大型プール、ミ
スト）、休憩スペース

地蔵祭り
（ファミリーマート横駐車場）

花みずき通り商店会による出店、子どもの遊び場（キック
ターゲット）、抽選大会、休憩スペース

ちいさな秦野パーク
（市有地）

神奈川大学生による秦野の魅力を活かした滞留空間の創出

その他 クイズスタンプラリー

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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駅前通り商店街による水の遊び場、出店、滞留空間

神奈川大学生による秦野の歴史や
魅力を活かした滞留空間の創出

花みずき通り商店会によ
る子どもの遊び場、出店、
滞留空間の創出 等

夏祭り 地蔵祭り

小さな秦野パーク

和田呉服店

ピオサトウ

五十嵐商店

夏祭り会場

地蔵祭り会場

：スタンプ設置個所

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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会場入り口

本部

リバーサイドリビング
（河川敷）

リバーサイドリビング
（道路）

AI画家体験

会場の様子（夜）

会場の様子（昼） ストリートマーケット

水無川

水無川沿い会場

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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ストリートマーケット
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水無川リバースタンド
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水無川リバーサイドテーブル
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河川敷アウトドアリビング
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クイズスタンプラリー

約１６０名が参加
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AI画家体験
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夏祭り
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地蔵祭り
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ちいさな秦野パーク



アンケート回答状況
QR回答 紙回答 計

回答数合計 23 104 127

 アンケートに回答いただいた方の47％が40～64歳、
24％が25～39歳であった。

 90％が市内からの来場であった。
 同行者は67％割が小学生以下を含む家族であり、全体の

80％が家族での来訪となっている。

15

（３）社会実験 来訪者アンケート結果

7
6%

2
2%

5
4%

30
24%

60
47%

11
9%

12
9% 小学生以下

中高生
18～24歳
25～39歳
40～64歳
65歳以上
無回答

114
90%

10
8%

3
2%

市内
県内
その他

82
67%

16
13%

10
8%

6
5%

7
6%

2
1%

家族（小学生以下含む）
家族（小学生以下含まない）
友達・パートナー
仕事関係
一人
その他

Q：年齢

Q：誰と来ましたか Q：どちらから来ましたか

39
34%

32
28%6

5%

2
2%

6
5%

2
2% 13

11%

0
0%

2
2%

12
11%

本町地区
南地区
東地区
北地区
大根地区
鶴巻地区
西地区
上地区
その他
未回答

市内地区別割合

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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ＡＩ画家体験

その他

16

Q：本社会実験で良かったもの

各会場で良かったもの
■水無川沿い会場 ■夏祭り会場 ■地蔵祭り会場

Q：巡った場所、参加した場所

48

46

40

38

37

6

0 10 20 30 40 50 60

全面歩行者天国

リバースタンド
（道路の手すりについている

テーブル）

リバーサイドテーブル
（水無川の階段にあるテーブ

ル）

河川敷アウトドアリビング
（河川敷のパラソル・イスな

ど）

ストリートマーケット
（露店）

特になし

47

32

30

12

5

0 10 20 30 40 50

水の遊び場

海の家風リビング
（パラソル･イス･ミスト等）

マーケット
（露店）

シェルター・休憩所

その他

42

17

12

6

0 10 20 30 40 50

マーケット
（露店）

子どもの遊び場
（キックターゲット・ボーリ

ング等）

抽選大会
（16：00～）

その他

巡った会場の数
（対象：水無川沿い、夏祭り、地蔵まつり

ちいさな秦野パーク）

1箇所 60件

2箇所 23件

3箇所 14件

4箇所 19件

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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（４）商店会・出店者・沿道店舗アンケート結果

16
94%

0
0%

1
6%

水無川沿い会場

夏祭り会場（農協さわやか館）

地蔵まつり会場（花みずき通り
ファミマ横）

その他

1
5%

2
9%

16
76%

2
10%

市との打ち合わせなど全体（自らの
商店会以外）の企画・準備
全体（自らの商店会以外）の当日の
運営
自らの商店会の企画・準備

自らの商店会の当日の運営

出店

その他

2
11%

15
83%

1
6%

市との打合せなど全体（自らの商店会以
外）の企画・準備から関わりたい
全体（自らの商店会以外）の当日の運営に
関わりたい
自らの商店会の企画・準備から関わりたい

自らの商店会の当日の運営に関わりたい

出店はしたい

関わりたくない

分からない

その他

Q：関わった、出店した場所

Q：今回の関わり方 Q：今後の参加意向

 水無川沿い会場への関わった方による回答が
89％と最も多い。

 今回関わり方では出店が最も多く76％、今後の
参加意向においても83％が出店での関わり方を
望んでいる結果となった。

 企画段階からの関わりを望む声も2件みられた。
（テルル、セブンイレブン）

計
回答数合計 18

アンケート回答状況

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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 調査方法

（５）社会実験 交通量調査実施概要

調査箇所 D・F交差点 （合計２ヶ所）

実施日 2024年8月25日(日)

時間 12:00・15:00・16:00・17:00（4回）

調査項目  交差点における信号待ちの車両の台数
 交差点における渋滞の距離（マップに記入）

実施方法  各時間調査員による目視による調査
①１人の調査員がD・Fの地点を調査
②各時00分になったら、対象の交差点へ向かい1~4の方向の車が何台
停車しているかを確認する。(赤信号になった時点でカウントする)
③台数をカウントする。
④車両最後尾の位置をマップにマークする。
⑤車両最後尾から対象交差点方向の写真を撮る
⑥担当箇所が終わったら、紙面に記載する。

準備物  カウンター（２つ）
 調査票（MAP）4枚／箇所（計８枚）
 スマートホン（各自記録用）

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）



交通量調査 調査地点
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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交通量調査

 地点D（秦野橋南）では、15時の南方向（今川町方向）の待機自動車数が昨年と比較して23台と特徴的に多い。
 全体の交通量では平時よりも多いものの、昨年の社会実験時よりは概ね少ない状況であった。
 地点F（まほろば大橋南）では、15時の全体の交通量が、昨年の社会実験時と比較して増加箇所と減少箇所があった。
 交通規制実施区間の周辺交差点では、昨年よりも、車両の流れはスムーズであり、遠隔看板設置に、一定の効果があったと考えられる。

地点D 地点F

平時
(R5.11/25)

昨年
(R5.11/19

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25

昨年
(R5.11/19

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25

昨年
(R5.11/19

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25

昨年
(R5.11/19

今年
(R6.8/25)

12:00 0 4 6 0 13 16 1 4 3 4 6 5 62
15:00 0 3 2 1 1 10 2 0 4 2 10 1 36
16:00 0 22 2 9 33
17:00 2 5 2 12 21

合計台数 0 7 10 1 14 53 3 4 11 6 16 27 152

北から（まほろば大橋方向）
合計台数

東から（栄枝皮膚科方向）南から（駅ロータリー方向）西から（藤和ハイタウン方向）

平時
(R5.11/25)

昨年
(R5.11/19)

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25)

昨年
(R5.11/19)

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25)

昨年
(R5.11/19)

今年
(R6.8/25)

平時
(R5.11/25)

昨年
(R5.11/19)

今年
(R6.8/25)

12:00 0 3 6 0 1 0 6 9 4 3 24 16 72
15:00 0 4 3 0 3 0 8 3 23 9 12 12 77
16:00 4 0 5 12 21
17:00 0 0 2 6 8

合計台数 0 7 13 0 4 0 14 12 34 12 36 46 178

北から（秦野橋方向） 西から（飛附屋方向）
合計台数

南から（今川町方向） 東から（小泉ビル方向）

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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社会実験の目的
継続した取組として地域に定着するための

課題の抽出・整理
にぎわいのエリア全体への波及（回遊性向

上）と、その効果の把握

継続実施に向けた仕組みづくり、
行政と地域の連携強化

地元商店会や市民等との連携
の強化、地域主体による運営

の実施
⇒既存商店会事業を元に本社会
実験を企画したことで、まち
づくりの目線で事業を考える
きっかけとなったともに、継
続実施の機運が高まった。

エリア全体でのにぎわいの
効果（回遊性向上）等の把握

⇒半数ほどの来訪者が２箇所以
上の会場を巡った。

⇒クイズスタンプラリーには、
約１６０人が参加した。

水無川沿いの全線交通規制によ
る、地域資源を活かしたにぎわ

い空間の創出
⇒水無川沿いのみならず夏祭り
会場、ちいさな秦野パークでも
秦野らしい「水」を感じられる
空間は好評であり、エリア全体
でにぎわいが創出された。

社会実験の方向性

（６）水無川沿いの活用に向けた社会実験全体総評

社会実験等の取組みによる
にぎわいの継続

今後に向けた課題

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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（１）社会実験実施に向けた全体スケジュール

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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（２）前日～当日の動き

会場撤収
備品片付け

会場設営

前日準備

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）
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参考）前回（令和5年11月開催時）のはだののミライラボスケジュール

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２４夏 実施結果）



１ 実施概要（案）

項 目 内 容
日 時 令和７年１月２３日（木）正午から２６日（日）正午まで

規制区間 水無川沿い市道６号線（秦野橋～平成橋）
目 的 ・秦野駅北口周辺まちづくりビジョンで描く水無川沿いの将来像の実

現可能性を検討するため、歩行者中心の公共空間の確保と活用可能性
について検討するとともに、交通規制実施に伴う交通影響について調
査する。

内 容 ・交通規制
・交通調査
・交通規制によって生じた空間の活用

２ 検討・調整事項

・交通規制概要（交通規制図、警備体制図、規制資材等配置イメージ図、規制予告看板配置図、交通規制周知先一覧）

・歩行者中心の公共空間確保に向けた検討内容

・交通調査概要（作成中）（交通量調査、アンケート調査、現地ヒアリング等）

・（参考）交通影響推計の結果
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



２

交通規制概要

秦野橋

平成橋

秦野駅

まほろば大橋

秦野橋 まほろば大橋 平成橋
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



３

警備配置図（案）

凡例： 警備員（24h）、 警備員(16h予定)

その他 ：責任者1名、緊急時対応者1名（24h）
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



資機材等配置イメージ図

秦野橋
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



５

規制予告看板配置図（案）

凡例： 大看板（遠隔）7枚、 ステ看 15枚

←保健福祉センター

↓西大竹
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



１ 自治会連（組回覧で１１月１５日に市民活動支援課から発送）

２ 事業所（工場等の事業所、交通事業者、運送会社、郵便局）

３ 周辺住民及び店舗

４ 学校（市内小中学校、こども園等）

５ 広報はだの（１２月１日号）、市ホームページ、秦野市公式LINE

６ 市内公共施設（公民館等にチラシの掲示、配架）

７ わが街NAVI（イオン）

８ 秦野商工会議所（各部会等含む）

９ 地元商店会

交通規制周知先一覧（案）

30

交通規制を昼夜継続して実施することから、看板での規制周知にくわえ、広報媒体や各
団体への周知協力を依頼します。

２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



公共空間確保に向けた検討のイメージ、活用案（１）

植栽等の設置

視点場の設置 パネルの設置

ベンチ・植栽の設置 省スペースでの物販

省スペースでの物販
歩行空間と滞留空間の確保
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



公共空間確保に向けた検討のイメージ、活用案（２）

水無川への動線の
確保

水辺での演奏
（菊川市）

ペットボトルランタンのライトアップ
（金沢市）

参考事例
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２ 社会実験について（はだののミライラボ２０２５）



１主な取組内容

(1) 中心市街地活性化基本計画の進捗管理（R7～R11)
市が国に毎年報告するフォローアップ（進捗状況報告）の確認

(2) 中心市街地活性化基本計画に位置付ける事業に関する協議
「水無川沿い・市道６号線公共空間の活用検討」などの主要事業や「駅前広場歩道整備
事業」などの検討を伴うハード整備事業、「まちなか開業サポート事業」や「まちづくり
会社設立支援事業」などの公民による意見交換が効果的な事業などについて協議を行う。

※ 赤枠内は中心市街地活性化基本計画の計画期間

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
会議 年2、3回開催（進捗管理、個別事業の協議）
検討

意見交換
情報共有

実践

進捗状況により、必要な関係者との意見交換や
検討内容の効果を測るため、実践の場を設ける
ことも想定する

33

３ 秦野駅北口周辺にぎわいのあるまちづくり会議の今後の取組について
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